
平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
提
出

質

問

第

三

四

号

菅
内
閣
の
日
本
航
空
再
生
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

三

ッ

矢

憲

生
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菅
内
閣
の
日
本
航
空
再
生
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
航
空
（
以
下
「
日
航
」
と
す
る
）
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
九
日
に
経
営
破
綻
し
、
会
社
更
生
法
の
適
用
を
申
請
、

即
日
更
生
手
続
き
に
入
っ
た
。
以
降
、
半
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
間
、
更
生
計
画
案
の
提
出
が
六
月
末
か
ら
二
カ
月
も
遅
滞

す
る
に
留
ま
ら
ず
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
債
務
超
過
は
約
九
百
億
円
増
の
九
千
五
百
億
円
に
拡
大
す
る
と
共
に
、
金
融
機
関
の
債

権
放
棄
額
も
増
加
、
そ
し
て
、
今
な
お
、
更
生
計
画
は
、
企
業
再
生
支
援
機
構
・
日
航
と
金
融
機
関
の
間
で
合
意
に
至
ら
ず
に

迷
走
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
、
政
府
の
見
解
及
び
取
り
組
み
に
関
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

企
業
再
生
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
す
る
）
と
日
航
は
、
金
融
機
関
と
の
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
新
規
融
資
）
に
つ

き
、
合
意
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
交
渉
を
今
秋
以
降
に
先
延
ば
し
し
た
状
態
で
、
八
月
末
に
更
生
計
画
を
東
京
地
裁
に
提
出
す

る
と
の
報
道
も
あ
る
。

少
な
く
と
も
、
金
融
機
関
が
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
応
じ
る
こ
と
が
「
再
生
可
能
な
更
生
計
画
」
の
前
提
で
あ
り
、
金
融
機

関
が
借
り
換
え
に
応
じ
な
い
計
画
を
「
更
生
計
画
」
と
言
え
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

二

機
構
が
三
千
五
百
億
円
の
出
資
を
し
た
後
で
も
、
実
質
債
務
超
過
が
解
消
さ
れ
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

一



の
計
画
が
「
再
生
可
能
な
更
生
計
画
」
と
言
え
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

三

報
道
に
よ
れ
ば
、
債
権
カ
ッ
ト
料
率
を
八
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
十
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
、
更
に
、
出
資

を
三
千
億
円
か
ら
更
に
五
百
億
円
も
増
や
し
、
そ
れ
で
も
金
融
機
関
は
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
応
じ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
を

政
府
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を
問
う
。

金
融
機
関
が
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
応
じ
な
い
の
は
、
今
の
更
生
計
画
で
は
日
航
が
再
建
す
る
蓋
然
性
が
極
め
て
乏
し
い
か

ら
で
は
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

四

前
原
国
土
交
通
大
臣
は
、
リ
ス
ト
ラ
の
範
囲
を
決
め
る
の
は
、
機
構
で
あ
り
日
航
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
計

画
で
、
結
果
、
公
的
資
金
が
回
収
で
き
な
け
れ
ば
、
地
方
路
線
も
守
れ
ず
、
税
金
も
無
駄
に
な
る
。
前
原
大
臣
は
、
こ
の
問

題
は
、
日
航
の
再
建
が
目
的
で
は
な
く
、
航
空
産
業
の
発
展
と
地
域
の
活
力
が
よ
り
生
ま
れ
る
こ
と
が
目
的
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
機
構
と
日
航
に
そ
の
責
任
能
力
は
な
い
。
責
任
は
、
機
構
と
日
航
に
再
生
を
委
ね
た
行
政
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
政

府
の
見
解
を
問
う
。

ま
た
、
過
剰
支
援
に
よ
り
、
三
年
後
に
ス
ポ
ン
サ
ー
が
な
く
、
国
が
肩
代
わ
り
し
て
国
営
化
す
る
こ
と
が
な
い
か
、
見
解

を
問
う
。

二



五

日
航
再
建
は
、
多
額
の
公
的
資
金
を
使
う
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
国
会
へ
の
徹
底
し
た
情
報
開
示
と
丁
寧
な
説
明

は
、
国
民
に
対
す
る
国
会
の
責
務
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
そ
の
資
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
不
透
明
な
人
件
費
関
係
の
支

払
い
や
営
業
関
連
経
費
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
航
空
産
業
の
発
展
と
地
域
の
活
力
を
生
む
目
的

に
か
な
う
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
第
百
七
十
四
回
国
会
で
は
、
情
報
開
示
も
参
考
人
招
致
も
殆
ど
対
応
さ
れ
ず
、
更
生
手
続
き
の
透

明
性
・
衡
平
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

機
構
が
三
年
後
に
債
権
譲
渡
等
の
処
分
を
決
定
す
る
ま
で
の
間
、
更
生
計
画
と
そ
の
進
捗
及
び
公
的
資
金
の
使
途
等
の
各

種
情
報
を
適
宜
、
国
会
に
開
示
す
る
こ
と
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

三


